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九重町菅原・オカリヤ 
 

 友人と

毎年訪れ

る九重町

菅原の貸

別荘オカ

リヤ。いつ

もゆった

りした時

間をすご

し、生気を 

取り戻すことができる。 
============================ 

明けましておめで

とうございます 
大 隈 信 夫 

 

明けましておめでとうござ

います。 

２０１９年を迎えました。 

昨年は皆様にとって、どん

な年だったのでしょうか。 

日本経済は、アベノミクス

の矢は折れ、カリスマ経営者の

逮捕で幕が引かれる事態とな

りました。 

一方、国会では、疑惑究明

には背を向け、新たな疑惑には、 

蓋をしたままのゴリ押しが続 

けられ、沖縄で 

は、民意を踏み 

にじった暴挙が 

続けられていま 

す。 

平和の課題で 

も、沖縄だけで 

なく、護衛艦の 

空母化やオスプ 

レイの佐賀空港 

への配備計画な 

ど、アメリカ追 

随の軍拡が続け 

けられています。 

さらに、子育 

て支援や福祉を 

口実に今年の秋 

には、国民生活 

を直撃する増税 

がはかられよう 

としています。 

こうした中で、天皇の譲位

が決まり、昨年来、新しい年号

は何かと取り沙汰されている

中、今上天皇の記者会見におけ

る“象徴天皇とは”と、平成の

３０年間、国民との新たな関わ

りを模索し続けた姿勢。その率

直な語り口には、共鳴できる感 

じがありました。 

さて、こうした２０１８年 

をうけて、２０１９年の日本の

進路はどうなるのでしょうか。 

新しい年号が定められる年

でもあります。 

また、参議院選挙やいっせ 

い地方選挙が迫っている年明

けでもあります。 

憲法をないがしろにする現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政権に対して、立憲主義を守る

共同の広がりが注目され、また、

辺野古埋め立て反対や原発反

対の動きも広がっています。 

今年は、日本の進路を巡っ

て、民意を反映させる絶好のチ

ャンスです。 
 

============================  
 

水仙が咲きました 
 

まだまだ寒い日が続いてい

ますが、 

庭の水仙 

は、新年 

になって 

花開き、 

季節は確 

実にすすんでいると感じます。 

ようです。 
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今月のスケッチ 
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ボヘミアン・ラプソディ 

 

 

 

 

 

 
 

監督：ブライアン・シンガー 

出演：ラミ・マレック 

グウィリム・リー 

ルーシー・ボーイントン 

2018 年 米：20 世紀フォックス 
 

年明けの２日、Ｔ・ジョイ博

多に家族４人で、話題の映画

「ボヘミアン・ラプソディ」を

ドルビーシネマ（日本初最新鋭

の上映システム）にて観賞しま

した。 

クイーンを知らない世代も

含め、圧倒的な感動の津波が世

界に広がり、興行収入面でも記

録を更新しています。 

今回の観賞で長女は６回目

で、娘婿４回目、次女と私が２

回目でした。 

１９８５年７月１３日、英米

同時開催という画期的な形で

行われた、歴史的チャリティ・

コンサートの会場にまるで居

るかのような感動が、ドルビー

シネマの映像と音響によって

実感する事が出来ました。 

クイーンのフレディ・マーキ

ュリー役が本物じゃないかと

言うぐらいリアルで鳥肌もの

でした。 
 

 

  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

景況感は悪化 
 

日銀が１月９日に発表した

「生活意識に関するアンケー

ト調査」（第７６回＜２０１８

年１２月調査＞）結果を発表し

ました。 

 

 

 

 

 

 

この調査は、平成５年以降、

全国の満２０歳以上の個人４，

０００人を対象に「生活意識に

関するアンケート調査」を実施

しています。 

調査回数は、現在、年４回（３

月、６月、９月、１２月）実施

されています。 

今回の発表によると、景気の

先行き（１年後）について、「悪

くなる」との回答が３９．８％

（「よくなる」は７．８％）と

増加しているとしています。 

また、１年前と比べて景気は 

「悪くなった」と２１．６％

（「良くなった」は７．３％）

の人が回答しています。 

今回の回答を１年前と比較

すると、景気の先行きが「悪く

なる」（２４．１％）を５．７ 

ポイントも上回るものです。  

安倍首相は年頭所感で「景気

回復の温かい風が全国津々

浦々に届き始めた」と述べ、消

費税の１０％への地ならしを

図ろうとしています。 

しかし、今回の日銀のアンケ

ート調査結果は、まったく逆の

国民の意識が示されています。 

あなたの実感は、「安倍首相

の年頭所感」のとおりですか、

それとも「日銀のアンケート結

果」のとおりですか。 
 

●〇●〇●〇●〇●〇●〇● 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

第一生命が毎年行っている

サラリーマン川柳は、全国から

４３，６９１句が寄せられ、そ

のうち優秀１００句が発表さ

れました。 

“定年延長”や“働かせすぎ”

への嘆きともとれる句も多数

含まれています。 

現在、３月１５日まで、ベス

ト１０を決める投票がおこな

われ、５月には発表されます。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

映画大好きの山

ちゃんが、毎回、

自分の言葉で執

筆します。 

くまさんの 

コンサル日誌 

ビジネス総研株式会社 
福岡市博多区博多駅前４-３３-１１-７０２

☎092-409-4177 FAX092-409-4170 
E ﾒｰﾙ  kuma@b-souken.com 

http://www.b-souken.com 

 

 １年後の景気化どうなる 

「よくなる」「変わらない」「悪くなる」 
    

8.6％    67.0％    24.1％


